
令和７年度第74回北海道高等学校農業教育研究大会
第29回全国高等学校農場協会北海道支部大会

文部科学省初等中等教育局 参事官（高等学校担当）付 産業教育振興室 教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官 吉田 幸人

農業教育の現状について



本日の内容

１ 農業高校の現状

２ 農業高校に関わる教育政策と制度の動向

３ 農業科教員の確保

４ 文部科学省事業等

５ これからの農業教育



１ 農業高校の現況



１ 農業高校の現況

①学校数、生徒数、小学科、男女比

②入学状況

③進路状況

④分野ごとの科目履修状況

⑤学校設定科目数



（全日制・定時制課程）

高等学校数（専門学科・総合学科）の推移

（出典）文部科学省「学校基本統計」



高等学校学科別生徒数の推移
（全日制・定時制課程）

（出典）文部科学省「学校基本統計」



農業科における小学科の構成比率（令和６年度）
（全日制・定時制課程）

（出典）文部科学省「学校基本統計」



（全日制・定時制課程）

農業科における小学科の構成比率の推移

（出典）文部科学省「学校基本統計」



農業科における小学科の男女比（令和６年度）

合計 男子 女子 前年度比
（人） （人） （割合） （人） （割合） 合計

全 体 67,063 34,808 51.9% 32,255 48.1% -2.4%
農 業 関 係 16,878 9,855 58.4% 7,023 41.6% -4.7%
園 芸 関 係 8,141 4,152 51.0% 3,989 49.0% -1.9%
畜 産 関 係 3,840 1,585 41.3% 2,255 58.7% 0.2%
食品科学関係 11,204 4,053 36.2% 7,151 63.8% 0.1%
農業土木関係 3,192 2,778 87.0% 414 13.0% 2.7%
農業機械関係 725 702 96.8% 23 3.2% 12.7%
造 園 関 係 5,154 3,537 68.6% 1,617 31.4% -3.0%
林 業 関 係 2,079 1,720 82.7% 359 17.3% -3.8%
生活科学関係 3,628 381 10.5% 3,247 89.5% 9.4%
農業経済関係 2,297 1,083 47.1% 1,214 52.9% -4.5%
生物工学関係 1,687 970 57.5% 717 42.5% -5.6%
そ の 他 8,238 3,992 48.5% 4,246 51.5% -9.0%

（出典）文部科学省「学校基本統計」

（全日制・定時制課程）



（全日制制課程）

入学状況（令和７年度入学生）
都道府県名 募集定員 入学者数 充足率
北海道 1,440 933 64.8%
青森県 420 289 68.8%
岩手県 520 325 62.5%
宮城県 600 474 79.0%
秋田県 525 431 82.1%
山形県 360 198 55.0%
福島県 1,000 770 77.0%
茨城県 600 499 83.2%
栃木県 720 677 94.0%
群馬県 720 677 94.0%
埼玉県 956 800 83.7%
千葉県 840 692 82.4%
東京都 735 647 88.0%
神奈川県 622 571 91.8%
新潟県 640 624 97.5%
富山県 153 101 66.0%
石川県 160 160 100.0%
福井県 260 247 95.0%
山梨県 197 167 84.8%
長野県 920 871 94.7%
岐阜県 900 886 98.4%
静岡県 720 695 96.5%
愛知県 1,120 864 77.1%
三重県 510 510 100.0%

都道府県名 募集定員 入学者数 充足率
滋賀県 400 391 97.8%
京都府 355 298 83.9%
大阪府 400 366 91.5%
兵庫県 1,000 759 75.9%
奈良県 225 182 80.9%
和歌山県 225 106 47.1%
鳥取県 246 145 58.9%
島根県 316 272 86.1%
岡山県 470 408 86.8%
広島県 600 399 66.5%
山口県 300 253 84.3%
徳島県 235 208 88.5%
香川県 307 260 84.7%
愛媛県 710 585 82.4%
高知県 400 276 69.0%
福岡県 800 768 96.0%
佐賀県 430 401 93.3%
長崎県 600 455 75.8%
熊本県 1,320 869 65.8%
大分県 365 272 74.5%
宮崎県 760 586 77.1%
鹿児島県 760 375 49.3%
沖縄県 860 660 76.7%

合計 27,722 22,402 80.8%
（出典）指導主事会提出資料



R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
募集
定員

29,118 29,029 28,445 28,262 28,272 27,781 27,722

入学者数 25,771 24,085 23,065 23,300 23,067 22,703 22,402

充足率 88.5% 83.0% 81.1% 82.4% 81.6% 81.7% 80.8%
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（全日制制課程）

入学状況（推移）

（出典）指導主事会提出資料



※ 就職者は自営業主等、常用労働者（無期雇用労働者、有期雇用労働者）、臨時労働者
※ 就職者には就職進学者は含まれない。

（出典）文部科学省「学校基本統計」

（全日制・定時制課程）

(10年前)

(20年前)

農業科における卒業者の進路状況の推移



（出典）文部科学省「学校基本統計」

（全日制・定時制課程）

農業科における産業別就職状況の推移

(10年前)

(20年前)



高校から農業・林業への就業者に占める各学科の割合

（出典）文部科学省「学校基本統計」

（全日制・定時制課程）



進路状況（就職）

（出典）指導主事会提出資料

（全日制課程）

年度

３ 進路状況
① 就職の概要
就職者
総 数

産業別就職者数

専業
農家

農業生
産法人
等

公務員
農協・
森林組
合等

食品製
造
等

バイテク
関連

林産物
加工等

建設
関係

造園
関係

生活福
祉関連

その他
農業関
連

左記以
外(I)

令和元年度 13,593 74 672 418 317 1,929 28 112 795 245 467 628 7,898

令和２年度 13,585 91 790 403 344 2,002 20 109 849 250 523 542 7,662

令和３年度 12,005 79 813 390 341 1,715 25 112 843 214 501 458 6,495

令和４年度 11,708 90 329 848 330 1,628 36 114 784 225 413 493 6,419

令和５年度 10,689 81 298 857 293 1,477 34 104 686 174 546 398 5,742

令和６年度 10,123 75 283 705 261 1,377 23 81 643 169 343 353 5,837

令和７年度 10,075 80 260 721 240 1,359 30 81 684 170 354 346 5,710



進路状況（進学・その他）
（全日制課程）

（出典）指導主事会提出資料

年度

３ 進路状況
②進学の概要 ③その他

卒業者総
数
(L)

進学者
総 数 ４年制大学 短期大学 専修・各種学校等

農業大学
校等

農業特別
専攻科

死亡・
不詳・
無業者

(J) 国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立
（K） I+J+K

令和元年度 10,877 230 2,274 28 933 219 6,027 1,086 30 441 24,911

令和２年度 10,836 216 2,122 58 1,009 263 6,114 1,038 31 503 24,924

令和３年度 11,402 238 2,151 60 1,038 281 6,534 1,082 41 464 23,880

令和４年度 11,559 267 2,486 53 968 262 6,463 1,010 36 463 23,720

令和５年度 11,196 260 2,489 89 911 227 6,151 996 24 468 22,279

令和６年度 10,336 253 2,472 54 763 161 5,648 932 38 339 20,858

令和７年度 10,453 292 2,628 79 743 186 5,608 884 33 422 20,942



進路状況（就農）
（全日制課程）

（出典）指導主事会提出資料

年度

３ 進路状況
④就農状況内訳

卒業後直ちに就農 就農を目的とした進学・研修
就農可
能率

専業 生産
法人 兼業

小計 就農率
大学 短大

専修・各
種学校
等

農業大
学校等

農業特
別専攻
科

現場
研修

小計

(M) M/L (N) (M+N)
/L

令和元年度 77 52 141 0.6% 276 18 74 862 18 16 1,262 5.6%

令和２年度 95 35 131 0.5% 237 27 62 835 11 11 1,183 5.3%

令和３年度 81 26 108 0.5% 248 47 75 861 21 13 1,265 5.7%

令和４年度 94 326 12 434 1.8% 246 44 65 798 15 7 1,175 6.8%

令和５年度 87 294 25 407 1.8% 248 51 86 784 15 4 1,188 7.2%

令和６年度 75 280 17 372 1.8% 222 53 95 803 29 4 1,206 7.6%

令和７年度 84 258 15 355 1.7% 269 42 75 681 19 4 1,092 6.9%



進路状況（就農【全国・農業者育成高等学校・北海道】）
（全日制課程）

（出典）指導主事会提出資料

卒業者総
数(L)

卒業後直ちに就農 就農を目的とした進学・研修
就農可
能率

専業 生産
法人 兼業

小計 就農率
大学 短大

専修・
各種学
校等

農業大
学校等

農業特
別専攻
科

現場
研修

小計

(M) M/L (N) (M+N)
/L

全農業高校 20,942 84 258 15 355 1.7% 269 42 75 681 19 4 1,093 6.9%

育成高校 1,443 20 38 3 61 4.2% 56 5 12 93 0 0 166 15.7%

北海道 893 24 16 0 40 4.5% 31 11 14 17 2 0 78 13.2%

【農業者育成高等学校（2４校）】
北海道岩見沢農業高校、北海道帯広農業高校、青森県立三本木農業高校、青森県立
五所川原農林高校、岩手県立盛岡農業高校、岩手県立水沢農業高校、宮城県加美農
業高校、宮城県農業高校、福島県立岩瀬農業高校、茨城県立水戸農業高校、千葉県
立下総高校、富山県立中央農業高校、愛知県立安城農林高校、岐阜県立大垣養老高
校、兵庫県立播磨農業高校、京都府立農芸高校、鳥取県立倉吉農業高校、香川県立
農業経営高校、熊本県立菊池農業高校、宮崎県立高鍋農業高校、鹿児島県立市来農
芸高校、鹿児島県立鹿屋農業高校
※私学：とわの森三愛高校、愛農学園農業高校



進路関係（北海道）
（全日制課程）

卒業年度 卒業者数 就職関係 進学関係 その他
就職者数 内学科関連 左記以外 学科関連率 就職者率 進学者数 進学者率 その他率

平成31年度 1,039 629 432 197 68.7% 60.5% 407 39.2% 0.3%

令和元年度 1,046 620 456 164 73.5% 59.3% 420 40.2% 0.6%

令和２年度 1,055 581 395 186 68.0% 55.1% 455 43.1% 1.8%

令和３年度 1,009 561 394 167 70.2% 55.6% 434 43.0% 1.4%

令和４年度 929 515 362 153 70.3% 55.4% 406 43.7% 0.9%

令和５年度 888 456 309 147 67.8% 51.4% 408 45.9% 2.7%

令和６年度 893 457 297 160 65.0% 51.2% 425 47.6% 1.2%

（出典）指導主事会提出資料

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

H31.3 R元.3 R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3

就職者率（全国） 就職者率（北海道） 就農可能率（全国） 就農可能率（北海道）



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

全体 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

全体の履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

北海道 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

北海道の履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

農業関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

園芸関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

畜産関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

食品科学関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

農業土木関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

農業機械関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

造園関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

林業関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

生活科学関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

農業経済関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

生物工学関係 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域資源活用
生物活用

測量
造園植栽

造園施工管理
造園計画
水循環

農業土木施工
農業土木設計
林産物利用
森林経営
森林科学
食品流通

食品微生物
食品化学
食品製造

植物バイオテクノロジー
農業機械
農業経営
飼育と環境
栽培と環境

畜産
草花
果樹
野菜
作物

その他 必須 選択 設定なし

（全日制課程）

分野ごとの履修状況

※次の学科を除く ・分野の記載がない学科 ・２分野以上にまたがっている学科 （出典）指導主事会提出資料



（全日制課程）

学校設定科目の状況（令和７年度入学生）

区分 分野名 学科数 学校設定科目数 割合 １学科あたり
1 農業関係 268 227 20.3% 0.85
2 園芸関係 176 206 18.4% 1.17
3 畜産関係 76 126 11.3% 1.66
4 食品科学関係 170 191 17.1% 1.12
5 農業土木関係 66 75 6.7% 1.14
6 農業機械関係 11 10 0.9% 0.91
7 造園関係 63 81 7.2% 1.29
8 林業関係 68 65 5.8% 0.96
9 生活科学関係 58 28 2.5% 0.48

10 農業経済関係 18 20 1.8% 1.11
11 生物工学関係 32 51 4.6% 1.59
12 その他 39 38 3.4% 0.97

合計 1,045 1,118 100.0% 1.07
（出典）指導主事会提出資料



２ 農業高校に関わる教育政策と制度の動向



２ 教育改革の動向

①第４期教育振興基本計画

②高等学校教育の在り方ＷＧ

③初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について

（諮問 ・ 教育課程企画特別部会）



①第４期教育振興基本計画



教育振興基本計画



教育振興基本計画



第４期教育振興基本計画

現行学習指導要領の趣旨理解

プロジェクト学習による課題解決能力
の育成

GAPやスマート農業技術の習得など、
職業実践力の育成

産業界と一体となった実践的な教育



教育振興基本計画



第４期教育振興基本計画

ICTを活用した農業実習の実践

スマート農業の学習

データに基づく農業経営の学習



②高等学校教育の在り方ＷＧ



高等学校教育の在り方ワーキンググループ 審議まとめ（令和7年2月）



高等学校教育の在り方ワーキンググループ 審議まとめ（令和7年2月）



③初等中等教育における教育課程の基準等の
③在り方について



初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について



お話の前提
〇昨年12月25日の文部科学大臣による中央教育審議会（中教審）への「諮問」は、学習指導
要領の改訂に向けた議論の「キックオフ」

〇「諮問」の内容は、文部科学省としての現状認識、問題意識、そして中教審に検討をお願いした
い具体の検討事項が示されており、非常に重要な位置付けを持つ（いわば中教審における今後
の検討の「地図」であり「メニュー」）

〇中教審の「教育課程企画特別部会」は、諮問事項に関する基
本的な方向性等を検討する場

〇特別部会での議論を進め、今年の秋頃までに論点をまとめ、
学校種・各教科等のWGにおいて専門的な内容を検討予定

〇中教審による「答申」は令和８年度中を想定

〇改訂プロセスを共有できるよう、特別部会のスケジュールもなるべく
先まで示し、事務局から可能な限り分かりやすい資料を提示

〇教育委員会・学校で視聴可能な形で特別部会のアーカイブ動
画を配信しており、特別部会の議論をフォローいただき、「先回
り」して取組を進めていただくことが重要！

（出典）学習指導要領の改訂に向けた諮問のポイントと審議状況について



学習指導要領
改訂

文部科学大臣から
中央教育審議会に諮問

中央教育審議会
から答申

令和６(2024)年12月25日の中央教育審議会諮問を受け、学習指導要領の改訂に向けた議
論が始まりました。改訂は約10年ごとに実施され、中央教育審議会での有識者等による議論や、パ
ブリックコメントで一般の方からの 意見募集を経て行われます。

学習指導要領改訂の大まかな流れ

学習指導要領の改訂へ向けた議論が開始

中央教育審議会
の議論

学習指導要領はどのようにして改訂されるのか

子供からの
意見聴取

パブリック
コメント募
集

パブリック
コメント募
集

（出典）初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問のポイント）



子供一人ひとりに目を向けた時に見えてきた課題

全国の学校は、コロナによる制約に苦しみ
ながらも、GIGAスクール構

全国学力・学習状況調査やOECDの
PISA調査において地域間格差・

想による１人１台端末環境も活用し、学力格差の改善も見られている精力的な
授業改善を行ってきた

自らの人生を
舵取りする力を
身につけること

持続可能な
社会の創り手
となること

豊かな可能性
を開花できるこ

と

現行の学習指導要領が実現しようとしていること

現行学習指導要領は、「社会に開かれた教育課程」を理念に掲げ、「何ができるようになるか」を明確化／
「どのように学ぶか」の重要性を強調。「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を提示

検討においてどのような前提があるか

日本語を家であ
まり話さない

家の蔵書数が少なく学力が低
い傾向

特異な
才能がある

学習面、行動面で困
難を示す

0.8人 3.6人

不登校や
不登校傾向

4.8人

*各種調査に基づく出現率から算出

これまでのよい部分を継承し、課題を乗り越え、高等教育との接続改善や国際的な潮
流にも配意しながら、新たな時代にふさわしい在り方を構築する必要性

教育課程の実施に伴う教師の負担への指
摘に真摯に向き合う必要性

少子高齢化 グローバル化テクノロジーによ
るチャンス

生成AI等
デジタル 技
術の発展

これからの社会 子供たちにとって重要なこと

精力的な授業改善 地域間格差・学力格差の改善
多様性を包摂し、可能性を開花させる教育の必要性

-小学校35人学級における子供の多様性*-

1.0人 12.5人

学習指導要領の理念や趣旨の浸透
概念としての知識の習得や深い意味理解を
すること、自律的に学ぶ自信がある生徒が少
ないこと等に課題

デジタルを活用した効果的な学び
「デジタルの力でリアルな学びを 支える」と
いうバランス感覚の下、デジタル人材育成
強化は喫緊の課題

課題
解決

イノベーシ
ョン

探検転職

マルチステージの
人生

副業 学び直し

質の高い教師の努力と熱意に
支えられ生まれた成果

学び直し

（出典）初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問のポイント）



質の高い授業づくりに直結する
分かりやすい学習指導要領にするには 多様な子供たちを包摂する、教育課程の柔軟な対応とは

表形式やデジタル
を活用した示し方

重要な理念の関係
性の整理のし方

各教科等の中核的な概念等が
分かりやすい構造化の方策

デジタル学習基盤を前提とした
資質・能力の示し方

学習評価の在り方

子供による学びの自己調整
と教師の指導性の在り方

教師に「余白」を生み、教育の質の可能性の向
上に資する可能性も含めた、子供たちが輝く柔
軟な教育課程編成の促進の在り方

全日制・定時制・通信制を
含めた高等学校の諸制度の
改善の在り方

不登校児童生徒や特定分野に特異な才能のある
児童生徒を包摂する教育課程上の特例の在り方

教科等において改訂すべき点は何か 過度な負担を生じさせずに趣旨を実現するには

情報活用能力育成の
抜本的充実を図る方策

質の高い探究的な
学びの在り方

文理横断・文理融合の
観点からの改善の在り方

生成AIの活用を含む今後の
外国語教育の在り方

質の高い特別支援教
育の在り方

幼児教育と小学校教
育との円滑な接続の
改善の在り方

学習指導要領や解説、教科書、入学者選抜、教師用指導書も含めた授業作りの
実態等を全体として捉えた上での、教育課程の実施に伴う過度な負担や負担感
が生じにくい在り方

現在以上に増加させないことを前提
とした年間の標準総授業時数の在り方教科書の内容や分量、

デジタル教科書の在り方 情報技術など変化の激しい分野で
最新の教育内容を扱うことを可能
とするための方策教育委員会への支援強化、指導主事

等の資質・能力の向上の在り方
地域や家庭との連携・協働を促進し
つつ、カリキュラム・マネジメント
を実質化する方策

学習指導要領の趣旨・内容について、
社会全体に浸透を促す方法の在り方

教育基本法、学校教育法等に加え、こど
も基本法の趣旨も踏まえた主体的に社会
参画するための教育の改善の在り方

1 2

3 4

高等学校教育の
改善の在り方

DX

どのような論点について検討するのか

（出典）初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問のポイント）



（出典）教育課程企画特別部会における審議の状況について



教育課程企画特別部会
会議日 議 題

第１回 令和7年1月30日 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」を踏まえた主な検
討事項と今後のスケジュールについて（案）

第２回 令和7年2月17日
質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について

第３回 令和7年2月28日

第４回 令和7年3月28日
多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について

第５回 令和7年4月10日

第６回 令和7年4月25日
（１）学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
（「学びに向かう力、人間性等」、「見方・考え方」の在り方等）
（２）デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について

第７回 令和7年5月12日 情報活用能力について

第８回 令和7年5月22日 質の高い探究的な学びの実現について（情報活用能力との一体的な充実）

第９回 令和7年6月16日 余白の創出を通じた教育の質の向上

第10回 令和7年7月4日
（１）豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について
（２）幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
（３）障害のある子供に対する教育課程の充実について



教育課程企画特別部会（第２回、第３回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第４回、第５回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第６回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第６回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第６回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第７回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第８回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第９回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第10回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第10回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第10回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



教育課程企画特別部会（第10回）

（出典）教育課程企画特別部会 配布資料



３ 農業科教員の確保



（出典）文部科学省「教員免許状授与件数等調査」

農業科の普通免許状授与件数（高等学校）

種類 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

普
通
状

専
修
免
許
状

大学等における直接養成
によるもの 32 27 28 24 29 17 20 20 13 26
現職教員による上位の免
許状の取得 0 0 5 5 2 0 1 4 5 3

その他 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0
計 33 27 33 29 31 18 21 24 19 29

一
種
免
許
状

大学等における直接養成
によるもの 393 469 415 370 419 383 378 364 398 425
現職教員による上位の免
許状の取得 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

その他 2 4 5 7 10 6 10 4 6 7
計 395 474 420 377 429 389 389 368 404 432

特別免許状 0 1 0 0 0 1 1 5 3 3
臨時免許状 67 67 43 82 85 63 60 68 78 96



農業高校の先生になりませんか（全国農業高等学校長協会）



https://www.mext.go.jp/vocational_education/

キャリアチェンジで高校の先生になりました（文部科学省サイト）



４ 文部科学省事業等



マイスター・ハイスクール事業



ＤＸハイスクール



ＤＸハイスクール



専門高校の魅力発信

専門高校紹介動画 専門高校パンフレット

を設置する高校を紹介する
パンフレット

農業科 工業科 商業科 水産科

家庭科 看護科 情報科 福祉科

専門高校の各学科の教育内容等を
5分程度の動画で紹介しています

専門高校ってどんなところ？

公式動画チャンネル

ICTなどを
活用した実習
についても
紹介

実際の在校生
や卒業生の声
を掲載

文部科学省
ホームページに
掲載しています



開催内容
生徒の作品展示
研究発表
競技会等
高校で作った加工品販売

その他、意見・体験発表等

参加者
全国の高等学校の生徒、教員及びPTA関係者、
小学生や中学生、その保護者等の地域住民、
企業関係者等

開催地
第３５回（令和７年度） 福島県
令和７年10月2５日（土）2６日（日）開催予定
※令和４年度 青森県、令和５年度 福井県、令和６年度 栃木県

専門高校等の生徒の学習成果を総合的に発表する全国産業教育フェアを、都道府県教育委員会との連携・協力を得て、全国的
な規模で開催することにより、全国の専門高校等の生徒の学習意欲や産業界、教育界、国民一般への専門高校等の魅力的な教
育内容について理解・関心を高めるとともに、新たな産業教育の在り方を探り、新しい時代に即した専門高校等における産業教育の
活性化を図り、その振興に資することを目的とする。

専門高校の魅力発信（全国産業教育フェア）



支援⑤：マイスター・ハイスクール、DXハイスクール、施設補助（継続）

＼生徒が製作した高校紹介動画／
新規HPの開設 新規Instagramの開設

関連する実習の様子を
ショート動画で掲載！

「いいね」コンテスト
開催中！

小中学生に大人気
有名芸能人も
PRに参画！

✦
✦

コンテストで受賞した動画は左記ＨＰにおいて掲載予定

専門高校の魅力発信 【中学生・保護者向け】



５ これからの農業教育



学習指導要領について



「農業科」の構造

農業の見方・考え方〔農業や農業関連産業に関する事象を，安定的な食料生産と環

境保全及び資源活用等の視点で捉え，持続可能で創造的な農業や地域振興と関連付
けること〕を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行う など

農業科で育成を
目指す人材像

分野共通の科目（総合的な科目） 課題研究※ 総合実習

４つの分野

分野共通の科目（基礎的な科目） 農業と環境※ 農業と情報

農業や農業関連産業を通じ、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人

育成
を目
指す
資質
・

能力

農業の各分野について体系的・系統的な理解及び関連する技術

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解
決する力

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度

知識及び技術

思考力・判断力
・表現力等

学びに向かう力
・人間性等

学
習
評
価

作物・野菜・果樹・草
花・畜産・栽培と環境・
飼育と環境・農業経営・
農業機械・植物バイオテ
クノロジー

農業生産や農業経営 国土保全や環境創造食品製造や食品流通 資源活用や地域振興

森林科学・森林経営・林
産物利用・農業土木設
計・農業土木施工・水循
環・造園計画・造園施工
管理・造園植栽・測量

食品製造・食品化学・食
品微生物・食品流通

生物活用・地域資源活用

※原則履修科目



学習内容の改善・充実

○持続可能で多様な環境に対応した学習

○経営感覚の醸成を図る学習

○安全・安心な食料の持続的な生産と供給に対応した学習

○地域資源に関する学習



プロジェクト学習の方法と進め方

①あるべき姿を見いだし、現状を把握して問題を抽
出し、学習目的と達成目標を明確にして課題を設
定すること（課題設定）

①課題設定

③実施

④反省・評価

②計画立案

↓

↓

↓

②仮説を設定し、解決方法の手順を考えて目標
達成のための計画を立てること（計画立案）

③計画に従って継続的に実行すること（実施）

④実行の過程や結果を考察して検討し、まとめる
こと（反省・評価）



主体的・対話的で深い学びの実現



個別最適な学びと協働的な学び

(https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_00001.html)



「農業と情報」での「情報I」代替の際の留意事項について

・ 同様の成果が期待できる場合は代替可能。
・ 機械的に代替が認められるものではない。
・ 代替する場合には，各学校には説明責任が求められる。

○科目「情報Ⅰ」
【指導項目】
 (3)コンピュータとプログラミング

○文科省ＨＰも是非参考に
・高等学校情報科「情報 I 」教員研修用教材
(https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01342.html)

 
・高等学校情報科に関する特設ページ
(https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm)



学習評価

○学習評価を通して教師が指導の改善を図る
○生徒が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるよう
○にする

学習評価：
学校での教育活動に関し，生徒の学習状況を評価するもの

⇒ 評価を教育課程の改善に役立てる



〇主体的・対話的で深い学び
実習が農作業に終始していないか

現行学習指導要領の検証ポイント

継続的な検証が必要な観点

〇資質・能力育成
目標としている資質・能力の育成につながっているか

〇指導と評価の一体化
生徒の学習改善と教師の指導改善につながっているか

〇プロジェクト学習
意義を理解し、全ての授業で実践できているか
一部の研究班だけのものになっていないか



まとめ



教育振興基本計画より考察

職業教育のさらなる推進 現在までの取組をブラッシュアップ

〇探究・STEAM教育の充実
課題発見・解決能力のさらなる向上

〇地域との連携深化
地域農業の持続的発展への貢献

〇アントレプレナーシップの涵養
農業経営者としてのマインドを育成
6次産業化による価値創造



教員確保の課題

厳しい現状への対応
生徒数減少と教員確保の困難という二重の課題の中で、魅力的な農業教育
の実践が生徒数確保と教員のやりがい・定着の鍵となる

困難な状況だからこそ、教育の魅力化が重要



農業教育の強み

実学主義とプロジェクト学習

農業教育が長年培ってきた「プロジェクト学習」は、現行学習指導要領が目指す
「主体的・対話的で深い学び」を効果的に実現する教育手法

自分ごと

農業に関する課題を
自分自身の問題とし
て捉える主体性

対話

学びを深め、真の理
解につなげる対話的
な学び

協働

地域や仲間と連携し
て課題解決に取り組
む協働性



今が絶好のチャンス

食料安全保障・環境問題への関心高まり →「農業」が注目

魅力的なロールモ
デル

「この高校で学べば、こ
んな道が開ける」を具体
的に示す

実学の強み

実習・地域活動の経験
が将来にどう役立つかを
伝える

進路の多様性

難関大学進学、企業
就職など多様な可能性
をアピール

中学生・保護者が感じる「魅力」と学校側の「魅力」のギャップを埋める

農業教育に寄せる期待



まとめ

農業教育の無限の可能性

実践的な学びが生きる力を育む

地域と共に歩む教育実践

持続可能な社会の担い手育成

実
学

協
働

未
来
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